別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　款：衛生費　項：医務費　目：医務費
	事業名: 医学生セミナー開催事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉部　地域医療推進課　医師確保係

　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：058-272-1111（内2627）

　　　　　　　　　　　　E-mail：c11230@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：850千円（前年度予算額：850千円）
	要求内容


	１　要求の内容


　県内外の医学生を対象に地域の医療現場を体験できるセミナーを開催し、地域医療に理解を持つ医師を早期段階で養成し、卒業後の県内定着の促進を図る。

開催時期：平成25年7月～10月

研修内容：・県内の医療機関（臨床研修病院又はへき地診療所等）を訪問し、地域医療

　　　　　　の実際を体験

　　　　　・各医療機関における診察等活動を体験（往診、在宅医療への同行も可能な

　　　　　　限り実施）

　　　　　・宿泊しながら研修先の医師等との意見交換会の実施
	２　所要経費


　850千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	850
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	850

	要求額
	850
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	850

	決定額
	850
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	850


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　人口10万人あたりの医療施設従事医師数を、平成28年度時点で210人にするという「岐阜県長期構想」の目標の達成をめざす。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	人口10万人対医療施設従事医師数
	173.0人
（H18）
	177.8人
（H20）
	（H  ）
	189.0人
（H22）
	210.0人
（H28）
	90.0％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　岐阜県の地域医療の現場を医学生に体験する場を提供するため、以下のとおり地域医療体験セミナーを開催した。
・期間：平成24年7月30日～10月24日
・場所：揖斐郡北西部地域医療センター（揖斐郡揖斐川町）

・参加者数：14名（H23年度:6名、H22年度:10名、H21年度:5名、H20年度:4名）


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　平成24年度事業においてはこれまでで最も多い14名の医学生がセミナーに参加した。参加者の内訳は、岐阜大学在学生が4名、県外大学在学生が10名となっている。委託事業者によれば、参加者のほとんどは大変満足してセミナーを終えたとのことであり、本セミナーへの参加が、今後岐阜県と関わりの薄かった医学生が岐阜県に興味を持ち、岐阜県の地域医療に携わる呼び水となることが期待される。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	県内の医療施設で勤務する医師の確保につながるため、事業の必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	平成22年度時点での医療施設従事医師数は189.0人、目標達成率は90.0％に達しており、効果が表れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	昨年度までセミナー参加者からの申し込みや問い合わせ対応を一部県が窓口を行い、委託事業者に報告していたが、県及び委託事業者のホームページ等を充実させることで、申し込みや問い合わせ対応を事業者が一本化して行うようになり、効率化が図られた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　セミナー参加者のセミナー後のフォローアップが十分に行われておらず、今後、具体的な医師確保につなげていくための取組を充実させていくことが必要である。




（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　地域医療の確保という強い県民ニーズがあり、岐阜県長期構想目標数値を含む一定の成果を挙げるまで継続すべき事業である。



